
米国のトランプ大統領は2017年 12月 18日 、政権の安全保障戦略を定める国

家安全保障戦略」を公表し、ワシントンでこの国家安全保障戦略について演説し

ました。米国大統領は、国家安全保障戦略を議会に提出する義務があり、2015年

にオバマ大統領が提出して以来です。今回、 トランプ大統領が公表した内容は、

https://ww、v.whitehousc.gov/wp― content/uploads/2017/12/NSS― Final-12-18-

2017-0905-2.pdfで確認できますが、その内容は次の日次のとおりです。

まえ″ゞま

第 暉  アメノカの国民、国主及の プ ノカの生活様式の温ぎ

第2節  アメノカの影 薙 鳴 箔

舅爾″ 力だよる平夕の道求

舅均籍 アメノカの4翡″ 促進

彪グ艤 だカグぢ戦略

結論

上記に内容で興味を引くところを逐次紹介していきますが、今回は、米国の新

しい国家安全保障戦略の概要を示しているトランプ大統領の演説を紹介します。

新しい時代の米国家安全保障戦略

2017.12.18

米国の国益を増進させるための国家安全保障戦略に関する

ドナルド・J・ トランプ大統領演説

20171112月118日

我々の政府の第一義の任務は、米国の国民、市民に対して、彼らのニーズに奉仕し、彼ら

の安全を確保し、彼らの諸権利を保護し、そして彼らの価値を守ることである。

大統領 ドナル ド・J・ トランプ

新 しい時代に対する新 しい国家安全保障戦略 :ト ランプ大統領は、政権を取って 1年以

内に新しい国家安全保障戦略を公表した。それは、合衆国に対して能動的な戦略の方向を示

し、世界におけるアメリカの優位性を回復させ、我が国の偉大な力を構築するものである。

・ 2017年の国家安全保障戦略は、11カ 月の大統領の執務に基づき構築され、海外におけ



る合衆国の尊敬を回復させ、そして国内におけるアメリカの自信を新たにさせる。

。 国家安全保障戦略は、合衆国が重大な国益を守ることを可能にする。国家安全保障戦

略は、4つの重大な国益を特定 し、その「4文節」は次のとおりである。

I.ア メリカの国土、国民及びアメリカの生活様式を守る

Ⅱ.ア メリカの繁栄の増進

Ⅲ.力 による平和の追求

Ⅳ.ア メリカの影響力の促進

。 国家安全保障戦略は、我が国の立ち位置に影響する鍵 となる課題と傾向を取 り上げて

お り、それには次が含まれる。

。 中国やロシアのような修正主義者の力は、技術や宣伝活動、強制力を使用し、

我々の利益と価値に正反対の世界を形成 しようとしている。

。 テロを拡散させている地域の独裁者は、彼らの近隣に脅威を与え、大量破壊兵器

を追及している。

。 ジハー ドのテロリス ト達は、危険なイデオロギーの名の下に無車の民を暴力に駆

り立てる憎悪を扇動 し、また、国境を越えた犯罪組織は、我々の社会に麻薬と暴

力をまき散らしている。                       ・

。 国家安全保障戦略は、大統領の原則に基づいた現実主義の概念を明確に語 り、かつ、

それを前進させるものである。

。 それは、国際社会における力の中心的役割を認めるが故に現実主義的であり、強

い主権国家が平和的な世界に対する最善の希望であることを支持 してお り、ま

た、明確に我々の国益を定義 している。

。 それは、前進するアメリカの原則を上台にしているが故に原則的であり、平和 と

繁栄を地球上に拡散させるものである。

I.国土の防衛 :ト ランプ大統領の基本的な責任は、アメリカの国民と国土及びアメリカ

の生活様式を守ることである。

・ 我々は、国境管理を強化するとともに入国制度を再構築 し、国土を防衛 し、我々の主

権を再構築する。

。国土に対する国境を超える最大の脅威は、次のとお りである。

。 ジハー ドのテロリス トは、野蛮な残虐行為を用いて殺人や抑圧及び奴隷制度に関与

し、また、仮想ネットワークを利用 して影響を受けやすい集団を悪用 し、陰謀を生

起させ、かつ、それを指示している。

。 国境を越えた犯罪組織はヾ我々の地域社会を麻薬や暴力により分裂させ、民主的な

制度を崩壊させることにより我々の同盟国やパー トナーを弱体化させている。

・ アメリカは、脅威の源を標的とする :我々は、彼らが我々の国境に近づ く以前に、或い



は、国民を害する以前に脅威に立ち向かうであろう。

・ 我々は、重要なインフラ及びデジタルネットワークを守るための倍旧の努力を行 うであ

ろう。なぜならば、新 しい技術及び新 しい敵対者は新たな脆弱性を作 り出そうとして

いるためである。

・ 我々は、 ミサイル攻撃からアメリカを防衛するため階層的なミサイル防衛システムを展

開するつもりである。

II.アメリカの繁栄を増進 させる :強い経済は、アメリカ国民を守 り、我々の生活様式

を支え、そしてアメリカの力を持続させる。

・ 我々は、アメリカの労働者 と会社の利益のためにアメリカの経済を活性化させる。それ

は国力の再構築に必須である。

・ アメリカは、もはや常習的な通商の乱用を大目に見ることはなく、自由で公平、かつ、

互恵的な経済関係を追及するであろう。

・ 21世紀の地政学的競争に成功するために、アメリカは、開発、技術、そして発明の先

頭を切らなくてはならない。我々は、我々の知的財産を盗もうとする、また、自由・な

社会から不正に発明を利用 しようとする人々から、国の安全保障にかかわる発明を保

護するであろう。

・ アメリカは、我々のエネルギーの優位性を利用 して世界市場が開放されたままであるこ

とを確保 し、かつ、エネルギーに対する多様性 とそのアクセスの良さが経済と国家安

全保障を増進させることを確かなものにする。

Ⅲ.力 による平和の追求 :強化され、活性化された新生アメリカは、平和を確保し敵意

を抑止するであろう。

・ 我々は、アメリカの軍事力を再構築 し、それが誰にも負けないものであることを確信す

る。

・ アメリカは、新 しい時代の戦略的競争、つまり、外交、情報、軍事、そして経済におい

て、あらゆる国政術の手法を使っ我々の利益を守る。

・ アメリカは、多数の領域―それには宇宙とサイバーを含む一においてその能力を強化

し、決して無視できない能力を再活性化する。

・ アメリカの同盟国とパー トナーは、我々の力を強め、かつ、共有された利益を保護す

る。我々は、彼らが共通の脅威に対 して対処する大きな責任を果たすことを期待す

る。

・ 我々は、主要な地域、即ち、インド・太平洋、欧州、そして中東において、勢力均衡が

アメ リカに好都合であることを確信する。



Ⅳ.アメリカの影響力の促進 :軍はその歴史の中でずつと有用であつたため、アメリカ

は、その影響力を用いて我々の利益と人道的援助を促進する。

・ 我々は、海外における影響力を強化 しアメリカ国民と我々の財産を保護する。

・ アメリカの外交 と発展の努力は、全ての活動領域-2国間、多国間及び情報の分野―

において競争 し、よりよい成果を得、我々の利益を保護 し、アメリカ人に対する新 し

い経済的機会を見出し、そして、競争相手に挑戦する。

・ アメリカは、同じ考えを持った国とパー トナーシップを求め、自由な市場経済、民営

的成長、政治的安定及び平和を推進する。

・ 我々は、我々の価値―それには法の支配及び個人の権利を含む―を擁護 し、それが、

強さと安定、好調及び国家の主権を増進させる。

。 「アメリカ第 1」 の外交政策は、世界におけるアメリカの影響が、平和と繁栄及び成
｀

功 した社会の発展のための条件となることを手助けできる積極的な力として称賛す

る。                                          、.

ホワイト・ハウス


